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♯007平
成
30
年
度
意
見
交
換
会
の
報
告

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、
８
月
か
ら
12
月
に
か

け
て
各
地
方
整
備
局
お
よ
び
沖
縄
総
合
事

務
局
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
、
次
の
よ

う
に
総
括
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。な
お
、

北
海
道
開
発
局
と
の
意
見
交
換
会
は
平
成

31
年
２
月
26
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
総
括
】

　
本
年
度
は
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て「
働

き
方
改
革
加
速
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
「
生
産

性
革
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
の
推
進
が
図
ら

れ
る
中
、Ｐ
Ｃ
建
協
で
は「
働
き
方
改
革
」と

「
生
産
性
向
上
」に
重
点
を
置
き
、
さ
ら
に
深

化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
昨
年
度
か
ら
の

継
続
テ
ー
マ
も
含
め
て
次
の
４
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
報
告
・
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
確
保

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

３
．生
産
性
向
上
の
推
進

４
．イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
へ
の
対
応

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
確
保

　

最
重
要
課
題
と
し
て
強
く
要
望
し
た
が
、

「
予
算
確
保
や
事
業
の
進
捗
状
況
に
よ
り
、

平
準
と
ば
か
り
は
な
ら
な
い
」
旨
の
回
答

が
多
か
っ
た
。た
だ
し
、地
域
拠
点
の
確
保

の
た
め
に
も
年
度
工
事
量
の
安
定
的
確
保

が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
。

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

⑴ 

週
休
２
日
モ
デ
ル
工
事
の
検
証
と
課
題

①
適
切（
週
休
２
日
が
実
施
可
能
）な
工
期

　
の
設
定

②
技
能
労
働
者
の
年
収
、
お
よ
び
妥
当
な

　
工
事
利
益
の
確
保

③
生
産
性
向
上
に
繋
が
る
施
策
の
実
施
拡
大

④
国
交
省
以
外
の
発
注
者
へ
の
週
休
２
日

　
（
４
週
８
休
含
む
）実
施
の
指
導

　

実
態
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
数
値
デ
ー

タ
を
も
と
に
課
題
抽
出
を
行
い
、
こ
れ
に

も
と
づ
く
提
案
を
行
っ
た
こ
と
は
、す
べ
て

の
地
方
整
備
局
等
で
良
好
な
反
応
を
得
た
。

⑵
若
手
技
術
者
の
活
用
を
推
進
す
る

　
入
札
制
度
の
提
案

　
若
手
の
活
用
に
つ
い
て
は
担
い
手
の
育

成
の
観
点
か
ら
各
地
方
整
備
局
等
と
も
提

案
趣
旨
の
理
解
は
得
ら
れ
た
。ま
た
、
各
地

方
整
備
局
等
で
独
自
の
制
度
で
取
り
組
ん

で
い
る
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

３
．生
産
性
向
上
の
推
進

　

本
テ
ー
マ
で
は
次
の
３
つ
の
項
目
に
つ

い
て
提
案
を
行
っ
た
。

①
ス
パ
ン
24
〜
45
ｍ
程
度
の
橋
梁
へ
の
Ｐ

Ｃ
コ
ン
ポ
橋
お
よ
び
Ｕ
コ
ン
ポ
橋
の
採

用
に
つ
い
て

②
構
造
形
式
の
選
定
に
あ
た
っ
て
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
技
術
の
長
所
が
適
切
に
評
価

さ
れ
る
方
式
の
導
入
に
つ
い
て

③
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
技
術
の
推
進
の
た
め
運

搬
に
関
す
る
規
制
の
見
直
し
に
つ
い
て

　　
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
策
定
が
追
い
風
と

な
り
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
技
術
の
採
用
拡
大

に
理
解
を
得
ら
れ
た
。ま
た
、四
国
地
方
整

備
局
、沖
縄
総
合
事
務
局
、近
畿
地
方
整
備

局
と
の
意
見
交
換
会
で
Ｕ
コ
ン
ポ
橋
の
模

型
を
使
用
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
を
実
施
し
た

が
、非
常
に
好
評
だ
っ
た
。

４
．イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
へ
の
対
応

⑴ 

Ｐ
Ｃ
橋
の
維
持
保
全
事
業
に
お
け
る
設

　

 

計
者
と
施
工
者
が
連
携
し
た
取
り
組
み

　

適
用
可
能
な
案
件
が
あ
る
場
合
は
試
行

を
検
討
し
た
い
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
。

▲ Uコンポ橋の模型を使用しての説明 ▲ 藤井会長のあいさつ

⑵ 

Ｐ
Ｃ
橋
の
維
持
保
全
に
関
す
る

　

 

地
方
自
治
体
へ
の
支
援

　

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
議
に
お
い
て
、地

方
自
治
体
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
回

答
が
多
か
っ
た
。

平
成
30
年
度 

道
路
功
労
者
表
彰

　

道
路
整
備
事
業
や
道
路
愛
護
・
美
化
保

全
な
ど
に
推
進
・
尽
力
し
た
団
体
・
個
人

を
対
象
と
し
た
「
平
成
30
年
度
道
路
功
労

者
」が
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
、Ｐ
Ｃ
建
協
が

推
薦
し
た
3
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
制
度
は
平
成
26
年
か
ら
日
本

道
路
協
会
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
毎
年

８
月
10
日
の「
道
路
の
日
」に
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。今
年
は
66
人
と

１
０
１
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
が
推
薦
し
、
今
回
表
彰
さ
れ

た
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。

・ 

㈱
安
部
日
鋼
工
業 

加
藤 

正
和
氏

・ 

川
田
建
設
㈱
　
向
井 

洋
一
氏

・ 

三
井
住
友
建
設
㈱
　
今
泉 

孝
氏

平
成
30
年
度
「
優
秀
施
工
者
国
土

交
通
大
臣
顕
彰
」、「
青
年
優
秀
施

工
者
土
地
・
建
設
産
業
局
長
顕
彰
」

　

平
成
30
年
10
月
５
日
、
東
京
都
港
区
の

メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
に
て
、
平
成
30
年
度

「
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰（
建
設

マ
ス
タ
ー
）」「
青
年
優
秀
施
工
者
土
地
・

建
設
産
業
局
長
顕
彰
（
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ

ス
タ
ー
）」の
顕
彰
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今
年
で
27
回
目
で
す
。

　
こ
の
建
設
マ
ス
タ
ー
は
優
秀
な
建
設
技

能
者
を
国
土
交
通
大
臣
が
顕
彰
す
る
制
度

で
、
現
場
経
験
20
年
以
上
で
年
齢
40
歳
以

上
60
歳
以
下
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
平
成
27
年
か
ら
は
若
い
技
能
者
の
育

成
促
進
策
の
一
環
と
し
て
、現
場
経
験
10
年

以
上
で
年
齢
39
歳
以
下
を
対
象
と
し
た
建

設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、優
秀
な
技
能
・
技
術
を
持
ち
、

後
進
の
指
導
・
育
成
な
ど
に
多
大
な
貢
献

を
し
た
建
設
技
能
者
４
２
２
人
が
建
設
マ

ス
タ
ー
と
し
て
、ま
た
、今
後
さ
ら
な
る
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
技
能
者
１
０
１
人
が
建

設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
と
し
て
顕
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
は
建
設
マ
ス
タ
ー
を
４

人
、
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
を
２
人
推

薦
し
、合
計
６
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

顕
彰
者
は
次
の
通
り
で
す
。

第
27
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
出
展

　

Ｐ
Ｃ
に
関
す
る
講
演
会
や
最
新
の
Ｐ
Ｃ

技
術
が
展
示
さ
れ
る「
第
27
回
プ
レ
ス
ト
レ

ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム（
主
催
：Ｐ
Ｃ
工
学
会
、後
援
：

Ｐ
Ｃ
建
協
）」
が
平
成
30
年
11
月
８
日
と
９

日
の
２
日
間
、
愛
媛
県
松
山
市
の
愛
媛
県

県
民
文
化
会
館（
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
）で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｃ
建
協
の
ブ
ー
ス
で
は
、U
コ
ン
ポ
橋

の
模
型
と
四
国
地
方
の
Ｐ
Ｃ
の
主
要
事
業

の
パ
ネ
ル
の
展
示
に
加
え
、モ
ニ
タ
ー
上
映

を
行
い
、多
数
の
来
訪
が
あ
り
ま
し
た
。

　
２
０
１
９
年
は
11
月
７
日
と
８
日
に
愛

知
県
名
古
屋
市
の
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち（
愛
知

県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
）で
開
催
さ
れ
ま
す
。
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▲ 平成30年度道路功労者の表彰者

▲ 表彰を受けた方々を囲んで

▲ PC建協の出展ブース
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泉 

孝
氏

平
成
30
年
度
「
優
秀
施
工
者
国
土

交
通
大
臣
顕
彰
」、「
青
年
優
秀
施

工
者
土
地
・
建
設
産
業
局
長
顕
彰
」

　

平
成
30
年
10
月
５
日
、
東
京
都
港
区
の

メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
に
て
、
平
成
30
年
度

「
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰（
建
設

マ
ス
タ
ー
）」「
青
年
優
秀
施
工
者
土
地
・

建
設
産
業
局
長
顕
彰
（
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ

ス
タ
ー
）」の
顕
彰
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今
年
で
27
回
目
で
す
。

　
こ
の
建
設
マ
ス
タ
ー
は
優
秀
な
建
設
技

能
者
を
国
土
交
通
大
臣
が
顕
彰
す
る
制
度

で
、
現
場
経
験
20
年
以
上
で
年
齢
40
歳
以

上
60
歳
以
下
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
平
成
27
年
か
ら
は
若
い
技
能
者
の
育

成
促
進
策
の
一
環
と
し
て
、現
場
経
験
10
年

以
上
で
年
齢
39
歳
以
下
を
対
象
と
し
た
建

設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、優
秀
な
技
能
・
技
術
を
持
ち
、

後
進
の
指
導
・
育
成
な
ど
に
多
大
な
貢
献

を
し
た
建
設
技
能
者
４
２
２
人
が
建
設
マ

ス
タ
ー
と
し
て
、ま
た
、今
後
さ
ら
な
る
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
技
能
者
１
０
１
人
が
建

設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
と
し
て
顕
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
は
建
設
マ
ス
タ
ー
を
４

人
、
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
を
２
人
推

薦
し
、合
計
６
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

顕
彰
者
は
次
の
通
り
で
す
。

第
27
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
出
展

　

Ｐ
Ｃ
に
関
す
る
講
演
会
や
最
新
の
Ｐ
Ｃ

技
術
が
展
示
さ
れ
る「
第
27
回
プ
レ
ス
ト
レ

ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム（
主
催
：Ｐ
Ｃ
工
学
会
、後
援
：

Ｐ
Ｃ
建
協
）」
が
平
成
30
年
11
月
８
日
と
９

日
の
２
日
間
、
愛
媛
県
松
山
市
の
愛
媛
県

県
民
文
化
会
館（
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
）で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｃ
建
協
の
ブ
ー
ス
で
は
、U
コ
ン
ポ
橋

の
模
型
と
四
国
地
方
の
Ｐ
Ｃ
の
主
要
事
業

の
パ
ネ
ル
の
展
示
に
加
え
、モ
ニ
タ
ー
上
映

を
行
い
、多
数
の
来
訪
が
あ
り
ま
し
た
。

　
２
０
１
９
年
は
11
月
７
日
と
８
日
に
愛

知
県
名
古
屋
市
の
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち（
愛
知

県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
）で
開
催
さ
れ
ま
す
。

㈱三基コンストラクション
㈲仙波組
㈱山内組
㈱鈴木組

59
56
45
47

木村 文男
白石 昌光
千代薗 普崇
中山　満

氏名

建設マスター
所属会社

川田建設㈱
㈱IHI インフラ建設
㈱安部日鋼工業
極東興和㈱

推薦会社

㈱オカモト・コンストラクション・システム
晃永工業㈱

39
38

笹森 義弘
菅野　潤

氏名

年齢

年齢

建設ジュニアマスター
所属会社

大成建設㈱
㈱富士ピー・エス

推薦会社
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つ
い
て
図
や
写
真
を
示
し
な
が
ら
講
義
し

ま
し
た
。

【
九
州
支
部
】

 　

平
成
30
年
10
月
4
日
に
大
分
県
大
分

市
の
大
分
県
ト
ラ
ッ
ク
会
館
で
行
わ
れ
た

「
専
門
技
術
研
修（
主
催
：（
公
財
）大
分
県

建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
）」
で
「
橋
梁
の
計
画

か
ら
施
工
ま
で
」
と
題
し
て
講
義
し
ま
し

た
。内
容
は
Ｐ
Ｃ
橋
の
架
設
や
実
際
の
現

場
に
お
け
る
施
工
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
で
、

自
治
体
や
企
業
の
担
当
者
な
ど
約
30
人
が

聴
講
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
10
月
10
日
以
降
に
実
施
し
た

P
C
講
習
会
は
以
下
の
通
り
で
す

現
場
見
学
会
開
催

Ｐ
Ｃ
建
協
支
部
が
主
催
す
る
現
場
見
学

会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
北
海
道
支
部
】

　

平
成
30
年
11
月
14
日
に（
独
）国
際
協
力

機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）の
研
修
生
を
対
象
に
北

海
道
登
別
市
の
ド
ー
ピ
ー
建
設
工
業
㈱
幌

別
工
場
の
Ｐ
Ｃ
工
場
見
学
会
を
実
施
し
ま

し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北
海
道
開
発
技
術
セ
ン

タ
ー
の「
道
路
維
持
管
理
Ａ
コ
ー
ス
」の
一

環
で
、
中
央
ア
ジ
ア
の
８
カ
国
10
人
が
参

加
し
ま
し
た
。見
学
会
で
は
Ｐ
Ｃ
の
概
要

と
工
場
施
設
の
説
明
後
、
プ
レ
テ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ロ
ー
桁
、
セ
グ
メ
ン
ト
桁
、
枕
木
、Ｐ

Ｃ
ポ
ー
ル
の
製
造
現
場
の
案
内
を
行
い
ま

し
た
。

【
中
部
支
部
】

　

平
成
30
年
11
月
７
日
に
滋
賀
県
甲
良
町

の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱
滋
賀
工
場
と
岐

阜
県
大
垣
市
の
「
東
海
環
状
自
動
車
道
北

方
第
３
高
架
橋
（
Ｐ
Ｃ
上
部
工
）」
の
工
事

現
場
（
㈱
ピ
ー
エ
ス
三
菱
）
の
２
ヵ
所
で

（
一
社
）建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
中
部

支
部
の
構
造
土
質
検
討
グ
ル
ー
プ
約
40
人

を
対
象
に
現
場
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
ず
滋
賀
工
場
で
Ｐ
Ｃ
の
概
要
な
ど
の
説

明
後
に
施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。続
い

て
北
方
第
３
高
架
橋
へ
移
動
し
、
事
業
概

要
と
工
事
進
捗
を
説
明
後
、
施
工
中
の
Ｐ

Ｃ
構
造
物
や
建
設
機
材
を
案
内
し
ま
し
た
。

同
橋
は
橋
長
２
２
８
ｍ
、
有
効
幅
員
10
・

75
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
６
径
間
連
結
コ
ン
ポ
橋
で
、

参
加
者
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
11
月
10
日
に
は
三
重
県
津
市
の
市

道
江
戸
橋（
上
部
工
）の
工
事
現
場
で
三
重

大
学
生
物
資
源
学
部
３
年
生
25
人
を
対
象

に
現
場
見
学
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
10
月
以
降
に
実
施
し
た
見
学

会
は
次
の
通
り
で
す
。

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣

　
Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、
多
く
の
学
生
に
Ｐ
Ｃ
構

造
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

【
関
東
支
部
】

　

平
成
30
年
10
月
26
日
に
東
京
大
学
工
学

部
の
３
年
生
19
人
に
「
構
造
物
の
計
画
と

設
計
」と
題
し
た
講
義
を
行
い
ま
し
た
。講

義
で
は
Ｐ
Ｃ
の
技
術
の
歴
史
や
適
用
分
野

な
ど
概
要
全
般
と
施
工
に
つ
い
て
解
説
し
、

学
生
た
ち
は
熱
心
に
受
講
を
し
て
い
ま
し

た
。

【
北
陸
支
部
】

　

平
成
30
年
10
月
19
日
に
金
沢
大
学
理
工

学
域
地
球
社
会
基
盤
学
類
の
２
年
生
72
人

に「
Ｐ
Ｃ
構
造
物
の
維
持
保
全
」を
テ
ー
マ

に
講
義
を
行
い
ま
し
た
。講
義
で
は
Ｐ
Ｃ

技
術
の
歴
史
と
適
用
分
野
、Ｐ
Ｃ
橋
の
施

工
の
解
説
、
北
陸
地
方
の
代
表
的
な
Ｐ
Ｃ

構
造
物
を
紹
介
し
た
後
、
緊
張
実
演
を
行

い
ま
し
た
。

【
九
州
支
部
】

　

平
成
30
年
10
月
9
日
に
鹿
児
島
大
学
工

学
部
の
学
生
19
人
に「
Ｐ
Ｃ
の
概
要
」と
題

し
た
講
義
を
行
い
ま
し
た
。講
義
で
は
Ｐ

Ｃ
の
基
礎
と
構
造
、Ｐ
Ｃ
を
使
っ
た
構
造

物
の
紹
介
、Ｐ
Ｃ
業
界
が
社
会
の
発
展
に

ど
の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
る
の
か
と
い
っ

▲ 鹿児島大学での講義の様子

た
役
割
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

 

そ
の
ほ
か
平
成
30
年
10
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
の
派
遣
講
義
は

次
の
通
り
で
す
。

各
地
で
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
開
催

　

Ｐ
Ｃ
技
術
に
関
す
る
講
習
会
が
各
地
で

開
催
さ
れ
、講
師
を
派
遣
し
ま
し
た
。

【
中
国
支
部
】

　

平
成
30
年
10
月
19
日
に
広
島
県
広
島
市

の
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
広
島
で
「
平
成
30

年
度
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
（
主
催
：（
一
社
）

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
、Ｐ
Ｃ
建

協
）」
を
行
い
ま
し
た
。当
日
は
約
60
人
が

聴
講
し
、道
路
橋
示
方
書
改
定
、i-Bridge

、

Ｐ
Ｃ
橋
の
点
検
の
要
点
、ロ
ボ
ッ
ト
技
術
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
点
検
技
術
、
積
算
に

北陸

北陸

関東

東北

中部

関東

38人

35人

23人

23人

25人

26人

昭和コンクリート工業㈱新潟工場
 ／ 長岡技術科学大学

神奈川県 新東名高速道路 秋山高架橋
 ／ （一社）建設コンサルタンツ協会

三重県 江戸川橋
 ／ 三重大学生物資源学部

秋田県 鮎川橋
 ／ 秋田県、秋田県建設・工業技術センター

神奈川県 新東名高速道路 秋山高架橋
 ／ 国士館大学

富山県 利田高架橋
 ／ （一社）建設コンサルタンツ協会北陸支部

開催日 支部名 現場名 / 対象者 参加数

５日

10日

５日

８日

10日

16日

10月

10月

11月

11月

11月

11月

芝浦工業大学
長岡工業高等専門学校
富山県立大学
前橋工科大学
熊本大学
東京理科大学
苫小牧工業高等専門学校
宇都宮大学
茨城大学
函館工業高等専門学校
国士舘大学
東北工業大学
日本大学理工学部
北海学園大学

関東
北陸
北陸
関東
九州
関東
北海道
関東
関東
北海道
関東
東北
関東
北海道

開催日 支部名 学校名
10月
10月
10月
11月
11月
11月
11月
12月
12月
12月
12月
12月
12月
12月

６日
23日
25日
７日
12日・14日
13日・14日
14日・21日
５日・12日
６日
７日
11日
11日
14日
18日
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つ
い
て
図
や
写
真
を
示
し
な
が
ら
講
義
し

ま
し
た
。

【
九
州
支
部
】

 　

平
成
30
年
10
月
4
日
に
大
分
県
大
分

市
の
大
分
県
ト
ラ
ッ
ク
会
館
で
行
わ
れ
た

「
専
門
技
術
研
修（
主
催
：（
公
財
）大
分
県

建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
）」
で
「
橋
梁
の
計
画

か
ら
施
工
ま
で
」
と
題
し
て
講
義
し
ま
し

た
。内
容
は
Ｐ
Ｃ
橋
の
架
設
や
実
際
の
現

場
に
お
け
る
施
工
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
で
、

自
治
体
や
企
業
の
担
当
者
な
ど
約
30
人
が

聴
講
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
10
月
10
日
以
降
に
実
施
し
た

P
C
講
習
会
は
以
下
の
通
り
で
す

現
場
見
学
会
開
催

Ｐ
Ｃ
建
協
支
部
が
主
催
す
る
現
場
見
学

会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
北
海
道
支
部
】

　

平
成
30
年
11
月
14
日
に（
独
）国
際
協
力

機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）の
研
修
生
を
対
象
に
北

海
道
登
別
市
の
ド
ー
ピ
ー
建
設
工
業
㈱
幌

別
工
場
の
Ｐ
Ｃ
工
場
見
学
会
を
実
施
し
ま

し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北
海
道
開
発
技
術
セ
ン

タ
ー
の「
道
路
維
持
管
理
Ａ
コ
ー
ス
」の
一

環
で
、
中
央
ア
ジ
ア
の
８
カ
国
10
人
が
参

加
し
ま
し
た
。見
学
会
で
は
Ｐ
Ｃ
の
概
要

と
工
場
施
設
の
説
明
後
、
プ
レ
テ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ロ
ー
桁
、
セ
グ
メ
ン
ト
桁
、
枕
木
、Ｐ

Ｃ
ポ
ー
ル
の
製
造
現
場
の
案
内
を
行
い
ま

し
た
。

【
中
部
支
部
】

　

平
成
30
年
11
月
７
日
に
滋
賀
県
甲
良
町

の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱
滋
賀
工
場
と
岐

阜
県
大
垣
市
の
「
東
海
環
状
自
動
車
道
北

方
第
３
高
架
橋
（
Ｐ
Ｃ
上
部
工
）」
の
工
事

現
場
（
㈱
ピ
ー
エ
ス
三
菱
）
の
２
ヵ
所
で

（
一
社
）建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
中
部

支
部
の
構
造
土
質
検
討
グ
ル
ー
プ
約
40
人

を
対
象
に
現
場
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
ず
滋
賀
工
場
で
Ｐ
Ｃ
の
概
要
な
ど
の
説

明
後
に
施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。続
い

て
北
方
第
３
高
架
橋
へ
移
動
し
、
事
業
概

要
と
工
事
進
捗
を
説
明
後
、
施
工
中
の
Ｐ

Ｃ
構
造
物
や
建
設
機
材
を
案
内
し
ま
し
た
。

同
橋
は
橋
長
２
２
８
ｍ
、
有
効
幅
員
10
・

75
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
６
径
間
連
結
コ
ン
ポ
橋
で
、

参
加
者
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
11
月
10
日
に
は
三
重
県
津
市
の
市

道
江
戸
橋（
上
部
工
）の
工
事
現
場
で
三
重

大
学
生
物
資
源
学
部
３
年
生
25
人
を
対
象

に
現
場
見
学
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
10
月
以
降
に
実
施
し
た
見
学

会
は
次
の
通
り
で
す
。

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣

　
Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、
多
く
の
学
生
に
Ｐ
Ｃ
構

造
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

【
関
東
支
部
】

　

平
成
30
年
10
月
26
日
に
東
京
大
学
工
学

部
の
３
年
生
19
人
に
「
構
造
物
の
計
画
と

設
計
」と
題
し
た
講
義
を
行
い
ま
し
た
。講

義
で
は
Ｐ
Ｃ
の
技
術
の
歴
史
や
適
用
分
野

な
ど
概
要
全
般
と
施
工
に
つ
い
て
解
説
し
、

学
生
た
ち
は
熱
心
に
受
講
を
し
て
い
ま
し

た
。

【
北
陸
支
部
】

　

平
成
30
年
10
月
19
日
に
金
沢
大
学
理
工

学
域
地
球
社
会
基
盤
学
類
の
２
年
生
72
人

に「
Ｐ
Ｃ
構
造
物
の
維
持
保
全
」を
テ
ー
マ

に
講
義
を
行
い
ま
し
た
。講
義
で
は
Ｐ
Ｃ

技
術
の
歴
史
と
適
用
分
野
、Ｐ
Ｃ
橋
の
施

工
の
解
説
、
北
陸
地
方
の
代
表
的
な
Ｐ
Ｃ

構
造
物
を
紹
介
し
た
後
、
緊
張
実
演
を
行

い
ま
し
た
。

【
九
州
支
部
】

　

平
成
30
年
10
月
9
日
に
鹿
児
島
大
学
工

学
部
の
学
生
19
人
に「
Ｐ
Ｃ
の
概
要
」と
題

し
た
講
義
を
行
い
ま
し
た
。講
義
で
は
Ｐ

Ｃ
の
基
礎
と
構
造
、Ｐ
Ｃ
を
使
っ
た
構
造

物
の
紹
介
、Ｐ
Ｃ
業
界
が
社
会
の
発
展
に

ど
の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
る
の
か
と
い
っ

建
設
技
術
展
示
会
に
出
展

　

最
新
の
土
木
建
設
技
術
を
展
示
す
る

「
建
設
フ
ェ
ア
」が
名
古
屋
、広
島
、香
川
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
中
部
支
部
】

　

平
成
30
年
10
月
17
日
と
18
日
の
２
日

間
、
名
古
屋
市
の
吹
上
ホ
ー
ル
で「
建
設
技

術
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
２
０
１
８
中
部（
主
催
：
国

土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
、
名
古
屋
国

際
見
本
市
委
員
会
、
後
援
：Ｐ
Ｃ
建
協
な

ど
）」
が
開
か
れ
ま
し
た
。今
年
も
中
部
支

部
は
会
場
内
の
学
生
交
流
ひ
ろ
ば
へ
ブ
ー

ス
を
出
展
し
ま
し
た
。今
回
は
「
ピ
ョ
ン

ピ
ョ
ン
板
」を
置
き
、
学
生
や
教
職
員
な
ど

に
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

▲ 橋梁の計画を聴講する参加者

▲ 活況だった学生交流ひろば

た
役
割
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

 

そ
の
ほ
か
平
成
30
年
10
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
の
派
遣
講
義
は

次
の
通
り
で
す
。

各
地
で
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
開
催

　

Ｐ
Ｃ
技
術
に
関
す
る
講
習
会
が
各
地
で

開
催
さ
れ
、講
師
を
派
遣
し
ま
し
た
。

【
中
国
支
部
】

　

平
成
30
年
10
月
19
日
に
広
島
県
広
島
市

の
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
広
島
で
「
平
成
30

年
度
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
（
主
催
：（
一
社
）

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
、Ｐ
Ｃ
建

協
）」
を
行
い
ま
し
た
。当
日
は
約
60
人
が

聴
講
し
、道
路
橋
示
方
書
改
定
、i-Bridge
、

Ｐ
Ｃ
橋
の
点
検
の
要
点
、ロ
ボ
ッ
ト
技
術
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
点
検
技
術
、
積
算
に

北陸地方整備局
山形県建設コンサルタント三団体会員
宮崎県建設技術センター研修受講者
建設コンサルタンツ協会長野地区会員
首都高速道路職員
岩手県橋梁技術研修会参加者
埼玉県職員、県内市町村職員
東北地方整備局
建設コンサルタンツ協会北海道支部会員
福島県橋梁技術講習会参加者
神奈川県職員
茨城県建設コンサルタンツ協会会員
北海道職員
さいたま市建設コンサルタンツ協会会員

道路構造物管理実務者(橋梁初級Ⅱ)研修
計画のポイントと施工、PC橋のライフサイクルコストと耐久性向上技術、PC床版の耐久性向上技術と施工品質の確保
PC上部工の劣化事例と補修・補強、耐震設計の概要、PC橋下部工の耐震補強事例
PCの概要とプレキャスト技術（i-Bridge）、PC橋補修補強における設計・施工の留意点、道路示方書改定と最近の話題
PC橋の施工、維持管理のチェックポイント
橋梁の計画・設計のチェックポイント、架設工法と選定方法、新技術、新工法、施工事例
PC橋の概要、維持補修、道路示方書改定
道路構造物管理実務研修橋梁初級Ⅱ
プレキャスト技術、設計施工、維持管理
コンクリ－ト橋の設計・施工、チェックポイント、最近の話題
コンクリ－ト橋の設計・施工、チェックポイント、最近の話題
PC補修設計
コンクリート橋のプレキャスト化ガイドラインの説明、防災対策、新技術紹介
H29道路橋示方書の改定

北陸
東北
九州
関東
関東
東北
関東
東北
北海道
東北
関東
関東
北海道
関東

開催日 支部名 対象者 内容
10月
10月
10月
10月
10月
11月
11月
11月
11月
11月
11月
12月
12月
12月

10日
17日
19日
31日
31日
２日
２日
13日
16日
27日
29日
３日
６日
７日

▲ 約60人が受講したPC技術講習会

【
中
国
支
部
】　

　

平
成
30
年
11
月
１
日
と
２
日
に
広
島
市

南
区
の
広
島
産
業
会
館
東
館
で
「
建
設
技

術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８
ｉ
ｎ
広
島
（
主

催
：
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
、

協
賛
：
Ｐ
Ｃ
建
協
）」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は「『i-Constru-

ction

』の
進
展
と
新
技
術
で
取
組
む
地
域

の
防
災
・
減
災
対
策
、老
朽
化
対
策
」で
、中

国
支
部
の
ブ
ー
ス
で
は「i-Bridge

」を
題

材
に
生
産
性
向
上
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
に
は
Ｐ
Ｃ
橋
の
組
立
模
型
な
ど

も
展
示
し
、学
生
を
中
心
と
し
た
大
勢
の

来
展
者
に
Ｐ
Ｃ
の
特
徴
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
し
た
。

【
四
国
支
部
】　

　
平
成
30
年
10
月
19
日
と
20
日
に
、香
川
県

高
松
市
の
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
で
「
建
設
フ
ェ

ア
四
国
２
０
１
８
ｉ
ｎ
高
松
（
主
催
：
四
国

建
設
広
報
協
議
会
、
共
催
：Ｐ
Ｃ
建
協
）」が

開
か
れ
ま
し
た
。テ
ー
マ
は
「
つ
く
る
・
ふ

れ
る
・
ま
な
ぶ　
未
来
の
く
ら
し
博
」
で
、

約
5
0
0
0
人
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

四
国
支
部
も
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
橋
梁

模
型
の
展
示
や
液
晶
モ
ニ
タ
ー
に
Ｐ
Ｃ
構

造
物
な
ど
の
紹
介
動
画
を
放
映
す
る
な
ど

し
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｃ
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
い

ま
し
た
。

　

２
日
間
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
発
注
者

関
係
者
や
学
生
、
土
曜
日
は
家
族
連
れ
の

方
な
ど
が
多
く
来
訪
し
、Ｐ
Ｃ
に
関
し
て

興
味
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
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建
設
技
術
展
示
会
に
出
展

　

最
新
の
土
木
建
設
技
術
を
展
示
す
る

「
建
設
フ
ェ
ア
」が
名
古
屋
、広
島
、香
川
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
中
部
支
部
】

　

平
成
30
年
10
月
17
日
と
18
日
の
２
日

間
、
名
古
屋
市
の
吹
上
ホ
ー
ル
で「
建
設
技

術
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
２
０
１
８
中
部（
主
催
：
国

土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
、
名
古
屋
国

際
見
本
市
委
員
会
、
後
援
：Ｐ
Ｃ
建
協
な

ど
）」
が
開
か
れ
ま
し
た
。今
年
も
中
部
支

部
は
会
場
内
の
学
生
交
流
ひ
ろ
ば
へ
ブ
ー

ス
を
出
展
し
ま
し
た
。今
回
は
「
ピ
ョ
ン

ピ
ョ
ン
板
」を
置
き
、
学
生
や
教
職
員
な
ど

に
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

▲ ピョンピョン板に乗ってPCの特性を体感する学生

▲ 多くの学生が来展したPC建協ブース

▲ 愛媛県美術館を現場見学

全
国
道
路
利
用
者
会
議

第
68
回
全
国
大
会
に
参
加

【
関
西
支
部
】

　

平
成
30
年
10
月
18
日
に
京
都
市
左
京
区

の
国
立
京
都
国
際
会
館
で
「
全
国
道
路
利

用
者
会
議
第
68
回
全
国
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
１
３
０
０
人
を
超
え

る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で

P
C
建
協
も
16
人
が
参
加
し
、
盛
大
に
大

会
が
終
わ
り
ま
し
た
。

Ｐ
Ｃ
建
築
フ
ォ
ー
ラ
ム
i
n
松
山

２
０
１
８
を
開
催

　

若
い
建
築
家
や
学
生
に
Ｐ
Ｃ
建
築
の
美

し
さ
や
魅
力
を
紹
介
す
る
「
Ｐ
Ｃ
建
築

フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
松
山
」
が
平
成
30
年
11

月
10
日
と
11
日
に
愛
媛
県
松
山
市
の
愛
媛

大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
）Ｐ
Ｃ
建
築
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
と

関
西
Ｐ
Ｃ
研
究
会
、
後
援
は
Ｐ
Ｃ
工
学
会

と
Ｐ
Ｃ
建
協
で
す
。

　

初
日
は
28
人
の
参
加
を
得
ま
し
た
。
ま

ず
「
建
築
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
技
術
の
展
開
」

と
題
し
た
鈴
木
計
夫
関
西
Ｐ
Ｃ
研
究
会
代

表
（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）
の
基
調
講
演

か
ら
始
ま
り
、
次
に
大
野
義
照
Ｐ
Ｃ
建
築

技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
理
事
長
（
大
阪
大
学

名
誉
教
授
）
が
Ｐ
Ｃ
建
築
の
事
例
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
㈱
日
建
設
計
の
大

谷
弘
明
氏 

と
陶
器
浩
一 
滋
賀
県
立
大
学

教
授
が
愛
媛
県
美
術
館（
愛
媛
県
松
山
市
）

を
題
材
に
Ｐ
Ｃ
建
築
の
事
例
を
解
説
さ
れ

ま
し
た
。
最
後
に
長
谷
川
一
美
前
橋
工
科

大
学
教
授
の
司
会
で「
Ｐ
Ｃ
建
築
の
魅
力
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
Ｐ
Ｃ
構
造
物
の
現
場
見
学
会

が
催
さ
れ
、
21
人
の
参
加
を
得
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、愛
媛
県
美
術
館
、

伊
予
市
庁
舎
、
道
後
温
泉
、
今
治
市
公
会

堂
（
市
庁
舎
・
市
民
会
館
）、
し
ま
な
み

街
道
生
口
橋
を
丸
１
日
掛
け
て
巡
り
、
参

加
者
た
ち
は
Ｐ
Ｃ
構
造
物
の
美
し
さ
と
魅

力
を
改
め
て
感
じ
入
っ
て
い
ま
し
た
。

【
中
国
支
部
】　

　

平
成
30
年
11
月
１
日
と
２
日
に
広
島
市

南
区
の
広
島
産
業
会
館
東
館
で
「
建
設
技

術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８
ｉ
ｎ
広
島
（
主

催
：
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
、

協
賛
：
Ｐ
Ｃ
建
協
）」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は「『i-Constru-

ction

』の
進
展
と
新
技
術
で
取
組
む
地
域

の
防
災
・
減
災
対
策
、老
朽
化
対
策
」で
、中

国
支
部
の
ブ
ー
ス
で
は「i-Bridge
」を
題

材
に
生
産
性
向
上
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
に
は
Ｐ
Ｃ
橋
の
組
立
模
型
な
ど

も
展
示
し
、学
生
を
中
心
と
し
た
大
勢
の

来
展
者
に
Ｐ
Ｃ
の
特
徴
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
し
た
。

【
四
国
支
部
】　

　
平
成
30
年
10
月
19
日
と
20
日
に
、香
川
県

高
松
市
の
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
で
「
建
設
フ
ェ

ア
四
国
２
０
１
８
ｉ
ｎ
高
松
（
主
催
：
四
国

建
設
広
報
協
議
会
、
共
催
：Ｐ
Ｃ
建
協
）」が

開
か
れ
ま
し
た
。テ
ー
マ
は
「
つ
く
る
・
ふ

れ
る
・
ま
な
ぶ　
未
来
の
く
ら
し
博
」
で
、

約
5
0
0
0
人
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

四
国
支
部
も
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
橋
梁

模
型
の
展
示
や
液
晶
モ
ニ
タ
ー
に
Ｐ
Ｃ
構

造
物
な
ど
の
紹
介
動
画
を
放
映
す
る
な
ど

し
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｃ
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
い

ま
し
た
。

　

２
日
間
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
発
注
者

関
係
者
や
学
生
、
土
曜
日
は
家
族
連
れ
の

方
な
ど
が
多
く
来
訪
し
、Ｐ
Ｃ
に
関
し
て

興
味
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
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PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

編集後記

上野 進一郎（編集委員長）、　樫福 浄（副委員長）、　

髙松 正伸（副委員長）、　　大信田 秀治、　鈴木 裕二、　吉山 誠之、　

石井 一生、　竹本 伸一、　的場 純一、　松嶋 憲昭

編集委員会
久我 誠志（幹事長）、　小谷 仁（副幹事長）、　荒畑 智志（副幹事長）、

小出 武、  栗川 修、  南 浩郎、   大谷 圭介、  杉村 卓也、木下 拓三、　　菅野 隆、　

岡本 修一、 清水 郁子、   上田 孝明、   瀬戸 裕一郎、　岩﨑 麻美、  小田切 隆幸

編集幹事会

　今回のルポは、熊本地震から着実に復興に向けて歩んでいる阿蘇、そして数多くの神話の舞台となった高千穂を訪ねました。阿蘇では熊本
復興事務所の方に地震後から今日までの状況や苦労話を伺い、その中に１日も早い復興に向けた熱い想いを感じました。高千穂では｢天安河
原｣や｢高千穂峡｣の神秘的な風景に心を奪われました。皆さまも復興が進む阿蘇と神話の地・高千穂を訪れてみてください。
　特別企画では「i-Constructionとi-Bridge」として、国土交通省及びPC建協における各種取り組み、建山先生の特別講演「建設技術の新たな
ステージ」を特集しています。少子高齢化による労働人口の減少により、官民挙げて進めている生産性向上について、具体的な取組内容を紹
介しました。
　身近なさまざまな場所で使用されているPC技術を紹介している『こんなところにPCが！』では、過去の掲載記事をまとめた特設WEBサイ
ト（http://www.pcken.or.jp/pcpress/special/）を開設しましたので、ぜひご覧ください。                                                          （栗川）

▲ 柵の瀬橋 開通式

▲ 後志自動車道 朝里川（あさりがわ）橋

▲ 片坂バイパス 市野瀬橋

全
国
か
ら
開
通
情
報

【
北
海
道
支
部
】

後
志
自
動
車
道

余
市
Ｉ
Ｃ
〜
小
樽
Ｊ
Ｃ
Ｔ　
開
通

　

平
成
30
年
12
月
８
日
に
後
志
自
動
車
道

余
市
Ｉ
Ｃ
〜
小
樽
Ｊ
Ｃ
Ｔ（
延
長
23
・
３

㎞
）
が
開
通
し
ま
し
た
。
今
回
の
開
通
で

札
幌
か
ら
余
市
ま
で
こ
れ
ま
で
よ
り
約
19

分
短
縮
し
ま
し
た
。
余
市
町
中
央
公
民
館

で
の
開
通
式
で
は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す

玉
開
披
で
関
係
者
な
ど
約
２
５
０
人
が
開

通
を
祝
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
続
い
て
余
市

Ｉ
Ｃ
で
は
自
治
体
車
両
な
ど
約
30
台
が
通

り
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

【
東
北
支
部
】

主
要
地
方
道
一
関
北
上
線　
柵
の
瀬
橋　

開
通

　

平
成
30
年
11
月
11
日
に
岩
手
県
一
関
市

の
北
上
川
に
か
か
る
主
要
地
方
道
一
関
北

上
線　

柵
の
瀬
橋
（
延
長
１
３
１
３
ｍ
、

う
ち
橋
梁
部
６
９
３
ｍ
）
が
開
通
し
ま
し

た
。
同
線
は
平
泉
町
と
奥
州
市
を
経
由
し

て
北
上
市
に
至
る
緊
急
輸
送
道
路
で
す
。

橋
の
中
央
で
催
さ
れ
た
開
通
式
に
は
地
元

自
治
体
の
関
係
者
な
ど
約
３
０
０
人
が
出

席
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
く
す
玉
開
披
、

安
全
祈
願
祭
、
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
た

ち
に
よ
る
風
船
飛
ば
し
、
渡
り
初
め
で
開

通
を
祝
い
ま
し
た
。

【
四
国
支
部
】

国
道
56
号
片
坂
バ
イ
パ
ス
（
四
万
十
町
西

Ｉ
Ｃ
〜
黒
潮
拳
ノ
川
Ｉ
Ｃ
）　
開
通

　

平
成
30
年
11
月
17
日
に
高
知
県
四
万
十

町
の
国
道
56
号
片
坂
バ
イ
パ
ス
四
万
十
町

西
Ｉ
Ｃ
〜
黒
潮
拳
ノ
川
Ｉ
Ｃ（
延
長
６
・

１
㎞
）
が
開
通
し
ま
し
た
。
現
在
の
国
道

56
号
片
坂
付
近
は
交
通
の
難
所
で
し
た
が
、

今
回
の
開
通
で
高
知
県
西
南
地
域
の
交
流

促
進
や
地
域
活
性
化
、
緊
急
輸
送
道
路
と

し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
万

十
町
西
Ｉ
Ｃ
で
の
開
通
式
は
地
元
中
高
生

に
よ
る
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
演
奏
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
、
く
す
玉
開
披
、
風
船
飛
ば
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

し
り
べ
し

よ　
い
ち

く
ろ
し
お
こ
ぶ
し
の
か
わ


